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1.家計介析と収入梅造
ふつう消費生活の前伐としての収入を.i止僚の!t幹的
な所得に代表させて々えるニとが行われている。たとえ
ば，1t労働者世管の消'f(生前は代金収入によ って'日まれ
てお り，農民世僚の消n生爪ーは農業収入によ って常まれ
ているというように。しかし. もちろんニれは一つの理
論的抽象であって.現実の家計がこのような単一の所得
によって運営されているのではないこと{れ、うまでLな
t、。たと えば今，総理府家計調1i.の収入分Uiを掲げてみ
ると A人のようて胸ある。
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むろん.側々の家31収入がこのような干4々 維多な収入
のすべてを含んでいるのではなくて.山つうはそのいく
つかを組みあわせているわけである。すると家計分析の
出発点は，ニのような現実の組みあわされた以入という
ことになる
さて，この場合.第一に注目きれなければならないの
は組みあわされた収入の向きであろう 。とリ わけ.上の
分頬でいけ 'i. 実収入の水却である。そ れは世併の)，~幹
的な所得の局さに規定されながらも.それだけに規定さ
れていな L、たとえば.例人1令所得の絡差は1印度経済
成長の過f'，で千株化fl:tili・]をたどったか.家J似入の絡差
はむしろJ正大する{頃';Jにあることかいわれているど
第二に. しかしこのような実収入の向きdかリでなく
その機造， すなわちその組みあわせ}j(， m~である。な
ぜなら穐々の以入はそれぞれ異った原l尽にょ うて生じて
いるのであり. したがって当然その原閃によ 勺て まず家
計の安定!支が拠るニとに主るからである たとえば1;1じ
20万円の収入でむ，それが世部:主一人のli金以入なのか
妻の内服収入との組みあわせなのか.定JtIl似入たけなの
か.臨時収入L含んでそうなのか.ある tは年金や仕送
り令も含んでいるのか，によって~~Iーに与える安定度は
実るであろ)0 
また， このような安定度の1:民を含んた以人情i立の泣
いは当然主出の水マItと情itにも一定の彩特を与えること
になろう たとえば.ボーナスなとのぬ時的以入'，'mftの
増大は消1Htli.jを下核させて. 1件 ~iギを ';1 Iこけることか
知られているし.t吐借主以外の世帝Uの収入;甲1{干のI明大
は.それぞれの総得お側人ごとの 「こづかい」的立出部
分の明大を呼ひおこす。
第三に，以上については、 これまでもあるていど指怖
されてきたし.倹バされてきた点である しかし守きら
???
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にこのような実収入の繊造ばかりでなしいわゆる「み
せかけjの収入，つまり実収入外収入も含めたところの
会収入の組みあわせ方に注目することが，特に今日では
11要である。 実収入外収入，~.収入とはし、え実質的に は
家計の負債をあらわすものであることから，収入梅造と
してよりも，実支出外支出とのバランスの問題，または
貯蓄構造としてとりあっかわれるのがふつうである。す
なわち，貯金引出や財産売却は過去の資産のとりくずし
であり，借入金や月賦・掛買は.必ずその返済支出と結
びついているからである。そしてそれらの多くは.i阿賀
支出の前提としての収入というより，消費支出の結果と
しての収入という側面を強くも っている。たとえば支出
超過=赤字を埋めるためになされる貯金引出や財産売却，
住宅や他の耐久消費財などの購入の結果としての貯金引
出.借入金・月賦，また，自動簸替制度の発達による水
・光熱費，受信料などの支出の結果としての貯金引出な
ど。実収入外収えのこのような支出に規定された収入と
いう性格のために，先にのべたような支出を規定する収
入情造の分析にはふくまれにくかったわけである。
とはいえ，やはリわれわれの現実の消費生活はそれら
の「みせかけ」の収入を含めての全収入によって営まれ
ている。その場合，今のべたような超過支出を補うもの
としての貯金ヲ|出や借入金等の収入割合の場大は当然家
計の安定度を弱めることになる。しかし，きらに重要な
のは次の点である。赤字の結果としてもたらされる実収
入外収入は，本来的に臨時的なものであるが，それとは
glJに恒常化された実収入外収入が存在する。たとえば.
先の自動振替制度の普及によ って もたらきれる貯金引出
もその一つである。また.信用制度の拡大によって生活
財の多くのものが月賦・掛fl:.借入金などによって賊入
することが可能になると.必ずしも赤字の穴埋めとして
ではなくそれらの収入が.いわば恒常的に家計に流れ込
んでくる形となる。すると . これらの実収入外収入，~.
i莫然とした赤字の穴浬めとは呉って，あらかじめ特定の
生活財の購入=支出と固く結びついて生じるために，一
定の収入量を前提とした自由な消費支出という家計循環
の中で特典な環を形成するこ とになる。つまり，ある具ー
体的な支出のみと結びついた収入，同じことだが必ず特
定の支出へ怒りむけねばならない収入と，その特定の支
出という.非自律的仏固定的な環を恒常的に形成する
ことになる。たとえば.5定収入のうち一定の金額が貯金
されて.水・光熱費支出のために自動的に引出されると
すると.貯金引出三水・光熱費支出は，常に一定額の貯
金支出を媒介として固定的な収支の循環を，恒常的に形
づくることになる。すると.このような特定の支出との
(2 ) 
み結ぴついた収入都分の増大，~.家計の自律度を低め.
逆にそれらの減少は家計の自律度を高めるというように，
収入構造は結局，家計の自律度ともかかわることになる
のである。
このように，家計収入の分析は.単にその高さだけで
なしいわ0る「みせかけJの収入をも含めたその会構造
の分析を不可欠としている。以下では，このような視角
からわが国の家計収入繕造について若干の検討を行って
みたい。使用する資料は，総理府家計調査およひF消費実
態調査である。収入の分類については，先の総理府の分
類による。この分鎖は，①世帯主および世帯員ごとに所
得源泉別の収入分類がなされておらず，事業・内戦収入
や社会保障給付等が.世帯の設によ って もたらされたか
明らかではない。②世帯主以外は勤労収入が定期と臨時
に区分されていない。③世帯主の定期収入に残業・超勤
手当が入って しま っている。④貯金引出項目のうち，自
動振替による引出，それ以外の普通貯金の引出，定期貯
金の引出などの区別lが全くわからない.などの問題があ
るが，ここでは資料の制約上，一応この分類によるもの
としたい。
2.戦後わが国の収入構造の変化
はじめに，わが国の収入構造の変化をみておきたいと
思う。表ー 1.図-1. 2. 3は総理府家計調査人口 5
万人以上都市部の.1951年から78年までの収入梅造の推
移である。実収入に占める世智主収入の釦l合はこの間あ
まり大きな変動はなしとくに65年頃までは，はぽ83%
台を維持している。しかし，それ以降はやや地大気味で
ある。この世稽主収入を定期収入と臨時収入に分けてみ
ると，図ー lで明らかなように.70年までは臨時収入が
伸びつづけ.70年から72年にかけて一度臨時収入の割合
が減少し，再び回復したのち， 74年以降は臨時収入と定
期収入の関係が逆転している。これは，いわれているよ
うに，高度経済成長期における賃金収入の地大を支えた
ものが臨時・賞与収入であったことを示している。した
がって.71年の不況.およびとりわけ74年の不況を境に
その制令が下落してしまうのである。 t止千智主収入以外の
収入の割合の推移は図ー 2のとおである。これらの場合
は世帯主収入めように一定していない。とくに変動の激
しいのは}lの勤労収入および，その他の世帯貝の勤労収
入の変動である。~の勤労収入割合，~，一時的な下落を
含みながらも，きわめて増大傾向にあり. 1957年から60
年にかけて事業・内戦収入を抜き， 1968年から71年の問
に他の災収入を追いこし.そして72年にはその他の世'常
員の収入を抜いている。これに対して，その他の世新員
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家計収入構造の縫移(勤労者世帯.人口 5万人以上郎市)
収入能額 :主眼入
動的先取入 事 車 他申実収入
内・収入
出I;H 収入 主の似人 他の世UlA 事量 内鳳 財産収入収 入
定期 臨時 買う 副主
1951年平均 24.802円 16.鎚2 15.528 18.798 12.884 1.8鋪 18 1. 785 250 754 I岨
100.0 516 66.7 55.6 56.6 噛3 5.6 0.1 7.0 1.0 8.0 0.6 
E∞ o ~匹 制。 鎚 4 75.0 8.4 0.1 10.5 1.5 4.6 0.9 
1952年 e 81.465 20.822 19.589 17.鐙0 15.274 2. O~渇 21 2. 219 317 966 210 
lω.0 “2 62.1 55.0 48.5 6 4 o 1 7.1 1.0 8.1 0.7 100.0 93.8 88.2 78.4 9.7 0.1 10.7 1.5 4.6 1.0 
1 953j~ • 87.8倒 26.025 24.237 21. 841 18.121 a目185 35 29U 2.切6 5路 1.272 Z鈎
100.0 鎚.8 制 1 56.4 47.9 8.4 0.1 0.8 6.9 1.4 8.4 0.8 
100.0 93 1 82.0 69.6 12. 2 01 1.1 10.0 2.0 4.9 1.1 
1954年 e 41.017 28.283 宮島.曹晶 28.090 19.149 3.232 49 359 2.916 514 1.輔4 副島
100.0 ぬ o 制 l 561 48.1 7.9 0.1 08 7.1 1.3 86 0.8 
100.0 98.0 81.4 69.8 11. 4 。l 1.8 10.8 1.8 5.2 
1955年 e 41.953 29 1臼 27.0ω 24.065 初，鈎9 8.124 32 395 2.620 610 l. 479 am 
100.0 倍。5 副島 57 4 49.8 7.4 o 1 0.9 6.2 1.5 85 0.9 
100.0 92.8 82.5 71 7 10 7 。l 1.4 9.0 2.1 5.1 1.2 
1956年， 44.184 90.776 28.お7 25.545 21.ωl 3.825 百畠 帥 Z 2.(3) 臼S 1.574 445 
100.0 69.7 幽 7 57.8 49.1 8.7 0.1 1.4 5.5 1.4 3.6 1.0 
100.0 92.8 83.0 704 12.4 。1 2.0 7.9 2.1 5.1 1.4 
1957年 e 47.105 s2.筋4 鈎.418 27.841 22.8国 4.岨2 白2 2.43ぉ 6ω 1.577 4回
1∞.0 回 s 64.6 58.0 48.5 9.4 l.4 5.2 1.4 8.8 1 0 
100.0 98.1 83.7 70.0 13.6 2.0 7.5 2.0 4.8 1.4 
19581手。 回.060 84.663 82.262 28.踊l 24.170 4.628 飴且 2.718 6制 112 552 1.787 sl!5 
l∞.0 69.2 64.4 57.7 488 9.2 l.4 5.4 1.8 0.2 1.1 8.5 l.0 
100.0 98 1 88.8 69.7 13‘ 2.0 7.8 1.9 0.3 16 ~.O 1.7 
1959年 e 54.075 86.873 84. s79 30.608 お.247 5.311 7到 2.872 737 1‘。 597 1.757 584 
1∞。 鴎 2 68.6 566 46 7 9.8 1.5 5.5 1.4 0.8 1.1 8..2 1.1 
100.0 93.2 総 0 68.& 14.4 2.2 9.1 2.0 0.4 1.6 4.8 1.6 
196C年 e 59.658 40.895 38.135 34.051 27.岨6 6.認6 893 8.241 912 254 民渇 1. 793 586 
1純 O 68.5 凶 9 57.1 ‘6.U 11.0 1.5 5.4 1.5 0.4 1.1 8.0 1.0 
100.0 98.8 83.3 b7.1 16.0 2.2 7.9 2.2 0.6 1 6 ‘-‘ 1.4 
1961年・ 65.989 45.1制 42.099 37.609 30.174 7.349 1.2剖 3.256 1.伺9 356 7岨 上官拓 b鈎
l冊。 鴎 4 68.8 57.0 45.7 11.1 1.9 4.9 1.7 0.& 1.1 2.9 0.9 
100.0 93.8 83.3 66.9 16.3 2.7 7.2 2.4 0.8 1.6 4.8 1.8 
1962年・ 74.日到。 50.817 47.輔l 42.2ω 83.国組 8.民泊 1.595 3.6&7 1.029 お8 761 2.827 724 
100.0 68.2 63.7 56.7 45.1 11. 5 2.1 4.9 1.4 0.4 1.0 8.1 1.0 
10.0 98.4 88.1 66.1 16.8 3.1 7.2 2.0 O. & 1.5 4.6 1.4 
1963年' 凶.186 56.745 &2.906 47.210 37.211 9.9a9 1.810 3.鶴6 1. s29 制2 鈎7 2.610 π2 
1倒。 68.2 63.6 56.8 44.7 11.9 2.2 ιτ 1 6 04 1.2 3.0 。.9
I∞ o 93.2 83.2 65.6 17.5 32 ι8 2.8 0.6 1.8 ‘.4 1.‘ 
1964年 e 92.578 63.8揖 58.941 52.創r7 41.67包 10.製品 2.086 4.218 1. 442 844 1 096 3.013 886 
100.0 68.5 68.7 57.0 45.0 1.9 2.2 4.6 1.6 0.4 1.2 3.3 1.0 
」 一一 1∞ o 鈍 0 88.1 65.7 17.3 8.2 6.7 2.8 0.5 1.7 4.8 1.4 
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~叡人以舛の収入
貯 金引出 保険般金 土地家屋 他の借入金 月賦 働問 有完価証捗却 財震売却 その他
社会保障
借入金
船 H 受国円 仕送 り金 そ 自 他
¥1 4 1 S 9 お. 1. 758 1.0 1 5 5 1 4 224 6.517 
0.3 0.6 1.5 7.1 4.1 2.0 0.9 26.8 
0.6 0.8 2.3 1 00.0 57.9 29. S 1 2.8 
1 3 4 1 36 48i s 6 Z.0b E S E 1.1 H 6 62 2 4 2 8.58 8 
0.4 0.4 3.8 2.0 0.8 27.8 
0.6 0.6 2.8 100.0 57.7 a 0.5 1 1.8 
1 8 5 五30 1 4 9 4 1 ¥ 8809 1.562 1 9 5 749 1.188 1605 4 .92715 1 
0.5 5 8.8 0.4 1.1 1 0.1 4.1 0.5 2.0 8.0 
0.7 0.¥1 0.6 1.6 100.0 4 1.0 5.1 19.7 29.9 4.3 
286 28 0 1 27 4 26 4.18 9 1.702 237 7 64 1.285 1 97 8.545 
0.7 0.7 0.3 ¥.0 1 0.2 4.1 0.6 1.9 3.1 0.5 2 0.9 
1.0 1.0 0.4 1.5 1 00.0 40.6 5.7 18.2 30.7 4.7 
S 3 2 272 1 4 5 3 7 1 4.1 6 6 1. 85 1 25 7 509 1.29 4 2 5 5 8.6 1 8 
0.8 。.6 0.3 0.9 9.9 4.4 0.6 1.2 8.1 0.6 2 0.5 
1.1 9.8 0.5 1.8 10 0.0 4 4.4 6.2 1 2.2 3 1.1 6.1 
2 9 5 266 lb04 5 4 1 3 559 2.238 1 62 4 84 1.‘ 07 268 8.849 
0.7 0.6 0.9 1 0.8 5.1 0.4 1.1 3.2 0.6 2 0.0 
1.0 0.9 0.5 1.8 1 00.0 4 9.1 3.6 10.6 80.9 5.9 
287 293 1 5 3 384 5，0 1 0 2.4 7 7 1 28 474 1.682 2 4 9 9，43 1 
0.6 0.6 0.3 0.8 1 0.6 5.3 0.3 1.0 3.6 0.5 2 O. 0 
0.9 0.9 0.5 1.2 1 0 0.0 4 9.4 2.6 9.5 83.6 5.0 
328 27¥1 1 88 357 5.448 2，789 139 50 1 569 1，200 3 1 35 1 84 9.94 9 
0.7 5.6 0.4 0.7 1 0.9 5.6 0.3 1.0 1.1 2.4 0.1 。l 0.4 1 9.9 
0.9 0.8 0.5 1.0 10 0.0 5 1.2 2.6 9.2 1 0.4 22.0 0.6 0.6 8.4 
828 包20 1 67 858 6.269 3.355 14¥1 4 29 75 1 1.2 7 6 6 1 69 1 7 9 1 0.988 
0.6 0.6 0.3 。7 1 1.6 6.2 0.8 0.8 1.4 2.4 0.1 0.1 0，8 2 0.2 
0.9 0.9 0.5 1.0 100.0 5 3.5 2 4 6.8 1 2. 0 2 0.4 1.0 1.1 2.9 
28 6 8 15 1 87 4 2 4 6，6 5 7 8.6 97 1 4 8 462 7 17 1，27 2 181 25 1 5 5 1 2.10 6 
0.5 0.5 0.3 0.7 1 1.2 6.2 0.2 0.8 1.2 2.1 0.8 0.04 0.8 20.8 
0.7 0.8 0.5 1.0 1 U 0.0 55.5 2.2 6.9 1 0.8 1 9.1 2.7 0.3 2.8 
295 a 9 7 1 6 7 4804 7 7，307 3.9 2 2 150.4 2 606 9 5 2 1，846 9 1 70 1 86 13.548 
0.4 0.6 0.3 11.1 5.9 0.9 1.4 2.0 。ー1 0.1 0.8 2 0.5 
0.7 0.9 0.4 1.1 100.0 58.7 1.8 8.3 1 8.0 1 8.4 1.2 1.0 2.5 
320 4 29 1 86 668 8.252 4.9 2 3 193 426 1.054 1.3 2 2 87 40 207 1 5，4 8 1 
0.4 0.6 0.2 0.9 11.1 6.6 0.8 0.6 1.4 1.8 0.1 0.1 自2 2 0.7 
0.6 0.8 0.4 1.8 1 0 0.0 5 9.7 2.8 5.2 1 2.8 16.0 1.1 0.5 2.5 
37 1 498 181 688 9.483 5670 254 526 1φ2 1 5 1.‘85 1 3 0 49 204 1 6.9 58 
0.4 0.6 0.2 0.8 1 1.4 6.8 0.8 0.6 1.5 1.7 0.2 。1 0.2 2 0.4 
0.7 0.9 0.3 1.2 1 0 .0 59.8 2.7 5.5 1 2.8 15.1 1.4 0.5 2.2 
869 6 29 199 98 1 1 0，284 6.81 4 3 68 63 5 1.1 24 1.499 8 1 64 204 18.898 
0.4 0.7 0.2 1.0 11.1 6.8 0.4 0.7 1.2 1.6 0.1 0.1 0.2 2 0.4 
0.6 1.0 0.3 1.5 1 0 0.0 61.4 8.5 6.2 1 0.9 1 4.6 0.8 0.6 2.0 
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収入総司自 実収入
勤め先収入 司日 人 他由実収入
内腿眼入
世{世E政入 直の似人 他の世俗 耶. I 内積 財産収入it収入
定期 臨時 賞与 副主
1965年平均 lω.67r 68.419 63目818 57.178 45.174 1 1.9 10 2.278 4.3 6 7 1.5‘9 484 】.065 8.057 837 
1000 68.0 ω4 57.0 44.9 1 1.8 2.3 4.3 1.5 0.5 1.1 8.0 0.8 
lω 。 933 63.6 節。 1 7.4 8.8 6.4 2.8 。7 1.6 4.6 1.2 
1966年 e 10. 858 75.372 70.~謁 68.011 羽 田396 18.565 2.1> 6 8 4.682 1.884 58‘ 1.800 a.28 2 7 82 
100.0 旬.8 飽 7 57.1 44.~ 1 2.3 2.8 4.2 1.7 0.5 1.2 2.9 。7
l冊。 舗.2 886 65.5 1 8.0 3.4 6.2 2.6 0.8 1.7 4. a 1.0 
1967年 b 128.叫S 82.6釦 77.ω9 69守510 54.178 1 6.2 6 0 2.7 9 2 5.2 0 7 2.0 4 8 657 1.8 8 6 8.0 9 8 7 4 2
lω 。 67.0 62.8 民 S 48.9 1 2.4 2.8 4.2 1.7 0.5 1.1 2.5 0.6 
100.0 93.8 制.1 65.6 1 8.5 8.4 6.8 2.5 0.8 1.7 S.7 0.9 
19681!， . 185.410 90.132 制.224 75.5銅 58.494 16.982 8.4 97 5.1 67 2.888 8 1 1 1.57 7 8.62 1 758 
l∞o 66.6 回 2 55.8 43.2 1 2.5 2.6 3.8 1.8 0.6 1.2 2.6 0.6 
lω 。 !l<I.4 回 S 649 18.8 8.9 5.7 2.6 0.9 1.7 8.9 0.8 
1969年 e t臼.H埠 100.民認 93.7蝿 制.678 63.625 2 0.9 5 5 8.973 5.1 4 6 2.7 6 ~ 795 1.973 主968 767 
lω 。 65.6 61. 2 552 41.5 1 8.7 26 3.4 1.8 0.5 1.8 2.6 0.5 
100.0 98.3 84.2 国 s 20.8 4.0 5.1 28 。.8 2.0 3.9 0.8 
19701!， . 176.285 15.379 107. 672 97.叡聞 72.6匂 4.2 6 8 2 0.8 7 8 化165 5.698 3.366 1.1 37 2.2 2 9 ‘.84 0 802 
100.0 65.5 61.1 55.5 41. 2 2.4 1 1.8 主a 3.2 1.9 0.6 1.8 2.5 0.5 
1∞o 93.8 84.8 63.0 3.7 1 8.1 8.6 4. ~ 2.9 1.0 1.9 8.8 0.7 
1971年。 197.183 127.285 119.制加 107.913 80.767 4.7 4 4 2 2.4 0 2 5.1 65 6.2 2 2 3.8 5 4 1. 8 8 8 2.0 2 2 4.6 8 0 79 1 
1∞o 64.5 伺 5 54.7 41. 0 2.4 1 1.4 2.6 3.2 1.7 0.7 1.0 2.8 0.4 
100.0 93.8 84.8 63.4 8.7 1 7.6 4.1 4.9 2.6 1.0 1.6 3.6 0.6 
1972年。 216.1沼 140.鴎2 181.位6 19.782 ~O. 210 4. a 8 0 2 5.1 4 2 5.988 5.9 u 6 s目S6 1 1.2 6 8 2.092 5.0 7 5 9 3 5 
1000 制 6 ω.9 55.4 41.7 2.0 1 1. 6 2.8 2.7 1.6 0.6 1.0 2.8 0.4 
100.0 制。 与5.5 64.4 8.1 1 8.0 4.3 4.2 2・ 0.9 1.5 8.6 U 6 
1973苛 ・ 260.819 169.294 158.962 143.758 106.078 5.96031.717 7.8 1 2 7.3 9 4 3.929 1.406 2.528 6.4 0 8 907 
100.0 64.9 609 民 1 40.7 28 1 2.2 8.0 2.8 1.5 0.5 1.0 2.5 0.8 
H抽 D 93.9 制 9 62.7 85 1 8.7 4.6 4.4 2.8 0.8 1.5 8.8 0.5 
197HI' . 818.915 208.2鈎 197.521 げ冒.007 130.679 7. 9 5 2 4 O. 3 7 6 1 O.‘06 8.1 07 4.8 8 7 1.‘ 47 2.8 9 0 7.4 4 1 97 1 
l∞口 白 6 61.9 56.1 41.0 2 5 1 2.7 8. a 2.5 1.4 0.5 0.9 2.8 0.3 
100.0 制 4 85.5 62.4 S.8 1 9.3 5.0 3.9 2.1 0.7 1.4 3.6 0.5 
1975年 b 367.457 286.197 222.493 201. 237 152.720 5.6 8 1 4 2. 8 S 7 1 2.5 8 3 8.6 7 2 4.5 9 1 1.864 2.728 9.1 1 8 1.1 2 6 
100.0 64.8 ω s 54.8 41. 6 1.5 1 1. 7 8.4 2.4 1.2 0.5 0.7 2.5 0.8 
1(施。 94.2 85.2 制 7 2.4 18.1 5.8 3.7 1.9 0.8 1.2 8.9 0.5 
19761!， . 410.540 2ω.0岨 244.671 228.180 170守157 5.80 2 41. 1 7 1 1 2.9‘。 8.6 0 2 4. ~匂 7 1. 7 6 1 8.286 1 0.480 1.37 ~ 
100.0 63.4 59.6 1;4.4 41.4 14 1 1.5 S.2 2.1 1.2 0.4 0.8 2.5 0.3 
1曲。 同 l 85.8 65.4 22 1 8.1 50 8.8 1.9 0.7 1.2 3.9 0.5 
1977年 ・ 糾8.6岨 認4.凹7 268.106 242.952 186.3田 6.0 6 8 5 0.5 8 8 1 5.882 9.712 5.5‘s 2.086 8.4 6 1 1 1. 258 1.405 
1ω 。 63.5 59.8 54.2 41.5 1.‘ 1 1.8 3 4 2.2 1.2 0.5 0.8 25 0.3 
l凶一。 94.1 853 65.4 2 1 1 7.8 5 4 3.4 1.9 0.7 1.2 3.9 0.5 
1978年， 4回.457 田)6.岨2 287.623 2ω.695 初 U198 5.4 4 7 5 8目855 1 7.8 1 1 9.1 18 5.559 2.8 7 6 3.1 88 1 2.9 00 1.28 1 
100 0 62.7 58.9 58.4 41. 3 1.1 1 0.9 S.6 1.9 1.1 0.5 0.1 2.6 o. a 
100.0 94.0 85. ~ 66.0 1.8 17.4 5.8 3.0 1.8 」 0.8 1.0 4.2 OA 
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岩田:家計分析における収入t構造
の収入割合は急速に下降している。いわれているように.
一方での核家族化や子供数の減少.子供の就学年限の延
長.他方での高成長期における主婦の賃労働者化の促進
がその背景となっていると考えられよう。事業 ・内職収
入l:t最近では奏の内戦がその大半であると推測されるか
ら.先の妥の勤労収入にこれを加えれば，衰の実収入へ
の貢献度はもう少し大きくなる。他の実収入の割合は1960
年頃までと74年以降にやや期大気味で，i1'li成長期には下
落している。その内わけを褒|によってみると.財産収
入が1965年頃まで地大してその後急に下降しており，ま
た仕送り金l:tー 貧して下っている。社会保障給付li1954
年から60年頃まで若干増大して，その後減少し， 75年以
降やや増大気味である。この社会保障収入制令は，その
性絡上好 ・不況に左右されるはずであるが，それは先の
世帯主収入に必ける定期収入と臨時収入の関係はど明確
には示されていない。このように.世帯主収入以外の収
入l:t，60年頃まではその他の世帯只の勤労収入を中心と
し他の実収入がそれを補うという型であったものが，
その後経済の成長過筏で婆の勤労収入および内戦収入，
他の実収入.その他の世帯貝の収入がそれぞれはぽ閉じ
ような割合で混合されていき.そして70年代に入ってか
らは妥の勤労収入を主体として他の実収入がそれを補う
という単純な砲が再び形成されつつあるといえる。しか
-297-
もこの最近の場合は.他の実収入の内容も.財産収入・
仕送り金の減少によって， 60年頃までに比べて，よ り単
純化されていることに注意しておきたい。
以上から，高度経済成長過程における家計実収入の増
大l:t， 世幣主の臨時収入の増大.および，妻，その他の
世帯?只の勤労収入，内職収入.そ して雑多な他の実収入
の寄せあつめによって支えられ，達成されてきたもので
あることがわかる。しかし.その破局によって実収入は
下7再・停滞し，その精造も.世併主収入(主として定期
収入)と饗の収入の二つに単純化されつつあるといえよ
ヲ。
きて，以上のような実収入糊迭の混合型から単純型へ
の転換に対して実収入外収入は どのようであろうか。図
3に示されているように，この収入の実収入に対する比
率li，1965年頃まではほぼ15%前後に一定しているが，
その後噌大をはじめ，特に74年以降は急速に地大し， 78 
年には笑収入の31.8%にも達するに到っている。つまり
実収入情造における単純化は実収入外収入比率の増大と
ともにすすんだということができる。
このような実収入外収入の上昇はその中における貯金
引出の急速な地大に支えられている。つまり.主として
貯金引出の地大によって実収入外収入の割合が拡大した
わけである。ところでこの場合.貯金号|出は次のいくつ
世婚主眼人
80 
定期収入
60 
40 
-ー‘ー司、
20 
、、
、、
、
? 、? ?
，A‘ ，ー一-、 ，ノ ¥、 / 
"‘・・司ト-ー.- ~ .. - - -・-- _，'" 、ー・4・ -~- 、.. :A!(l(人名且増加唱E
------ー +ーー ・ー・、"..;
、. ‘・・司、‘
百bT52 58 54 55 -56-57 -58 59 60 61 62 68 64 65 66 67 68 69 70 71 72 78 74 75 76 77 78 1手
園料蝉脱附車計測量
図-1 世情主収入の実収入に占めるねl合の推移(勤労者世新.人口 5万人以上部市)
( 7 ) 
-298- 社会偏祉学
かの意味をもっている。第ーに，収入の変動または物価
上昇.あるいは不意の臨時的支出増などによ って家計が
赤字になったため，一定期間貯えられた貨幣をとりくず
すという芳、味。この場合貯金引出はいわれているように
赤字家計のやり〈りを示すものである。 第二に.あらか
じめ特定の支出を予定して，そのために貯えておいた貨
幣をその支出に際してとりくずすという意味。この場合
もその月の実収支バランスは赤字となるが，第一の場合
ゅ
、
、
、、
、、
?「，??? ??
JPPR?借μの勤労似人
-・.- 、
、，ー・‘~一、一ー司跡、ー一、ι ー一辛ー--“ 、、、、、・.
_..--唱、・ι .-・ー.-一 、・・ー、司戸，-'・ーーー‘ー ー噌回 』 司『‘』 -ーー -一・『<v 
1958 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 H 75 76 77 78 年
資料 凶 1'<1.;)じ
図-2 実収入に占める)1の収入 ・他の1l:{管長め収入 ・事業内職収入 ・他の実収入の1;lJ
合の推移(勤労者i!Hl¥'.人口 5万人以上都市)
省膨
主収入舛臥人由主収入6ζ射する比.. 
30 
20 
10 
~ ;1(4)(人舛町人に占める貯金・保険取企.借入金，月賦・掛口白河j合
50 
月賦・園時間
..-..---ーーー守_.-・ー一ー--.・‘~干..._‘ 、ー・ー‘-_噂h ・-一、ー 一-- -....・句~ -圃・ e晶 、
、--- ~-・司『ーー 一ー一、‘・ー ・ー~、一-ー
1951 52 58 5‘55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 78 74 75 76 77 78'1， 
賢料闘 11ζ1<4し
図-3 実収入外収入の実収入に対する比率と実収入外収入傍造の推移(勤労お世俗.人口 5万人以上都市)
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とは若干意味が異る。 第三に.このような貨幣のとりく
ずしではなくて 1ヶ月の実収入の全部または一部を安
全のために金融機関に預けておいたものを引出すという
意味もある。要するにたんすからお金を取出していたの
が，貯金引出となったというものである。だからこの場
合はむろん家計のやりく りを示すものではなくて，単に
金融資本と家計との結びつきがより強くなったというこ
とを示すにすぎない。第四に，公共料金などの支払いが
金融機関の自動鍛替制度によ ってなされる場合も貯金引
出ということになる。この場合も必ずしも赤字家計のや
リくりということにはならなL、。このう ち. どのような
意味の貯金引出が地大しているのかが問題であるが，家
計測査ではそれは全くわからな L、。給与や年金等の銀行
への自動振込制度の発達は.三番目の意味での貯金引出
をt明大させるであろう 。ある民聞の家計調査によれば，
貯金1出の約三分のーが自動仮轡による貯金1ilという
結果になっているので?それをあてはめれば増大の三分
のーは第四のf味での貯金引出によってなされたという
ことになる。また，耐久消費財や教育費など一時期に多
額の~用を必要とする財やサービスの利用が社会全体と
して鉱大するにつれて，第二のような貯金引出が増大し
よう。あるいは. 74年頃からの急速な伸びについては，
不況下におけるぷ'f:家計のやりくりとしての第ーの芳、味
の貯金引出が大きな割合を占めた と考えることもできょ
う。それらのどれがどのくらいの貢献をして実収入外収
入の比率がこのよ うに拡大しているのかはここでは判断
つかないが，いずれにせよ.このよう なさまざまな意味
を含んだ貯金引出の地大が先に述べた実収入総jlLの単純
化とともに進んたわけである。
% 
80 
② 
50 
なお，借入金・月賦 ・船買などは実収入外収入を100と
した時の割合では:色、速に減少しているが，先の表ー |に
よって総収入に対する割合でみると，それはと・減少して
いない。たとえば借入金全体で1;11951年から55年にかけ
て急速に下落するが，そのあとはほぼ一定している。し
かし.いわれているところの消費者信用制度の発注の割
には，その割合は大きくないともいえよう。
以 |ニIよ，平均的な観察であるが.次いで最近の収入構
造の分析を階府的視点と生活周期的視点によ って若干行
ってお きたい。それに よってわが国の収入構造の特徴を
もう少し細〈鋭祭 L. ここで示された実収入情造の単純
化と，特に貯金引出を中心とする実収入外収入比率の拡
大のもつ意味を明らかにしていきたいからである。
3.階層カ、らみた収入情造
ここで使用するのは先の家計調査の他 r肖T?実態調在
である。利用できる消費実態調先の最近のものは1974年
であるが.この年1;1今みてきたように不況によって高度
経済成長期の構造が急激に変化した時期なので.比較の
意味で69年のものもできるだけつけ加えて分析した。
きて.先の時系列の資料では実収入に占めるt量管主収
入の制イトがほぼ一定して経過 してお・り，特に69年頃から
はやや~大気味であることがポされていたが， 今これを
同じ家計調査の1963年から78年までの全国の勤労身世帯
の世帯干主職業階層.8IJにみてみると.(図-4)職n世帯で
は先の平均の資料とほぼ同 じ傾向がみられる。また常用
労務7i"i止常ではやや低い割合だが推移の傾向は似かよ っ
ている.ただし.官公総員世僚で1;169年以降はむしろや
や下降気味である。さらに，臨時・臼雇世帯をみるとそ
② 
①常用労務者世手持
②日厩臨時世俗
③民間隊員世待
①官公際民世傍
1963 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78年
資料図 1IC liuじ
図-4 'k.収入に占めるi!!:帯主収入山l合の世帯職業階府別推移(勤労者世帯7.全国)
( 9 ) 
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の卵l合の推移1:会〈平均とかけ般れている。つまり， こ
のような維な階層区分によっても家計収入機造は階層に
よって異っていることが予想される。
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そこで，家計調査では白鷹・臨時労務者世帯の数が極
端に少いので，消費実態調査によ ってその金収入構造を
比較したのが図 5である。ただし，消費実態調査1:年間
191.838円
位
轡
主
収
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80.8必
B 
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21.491円
( 24.3修)
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図-5 i仕.}wの職業P持層別収入防泣
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岩凹:家計分析における収入隊造
の調査ではなく . 9. 10. 11月の 3ヶ月のため臨時 ・貸
与収入の割合が低<.世帯主収入の内訳の分析はできな
い。世帯主収入の実収入に占める割合が最も高いのは民
間職員世帝であり，次いで常用労務者，官公職員世帯で
ある。逆にそれが箸しく低いのは臨時・日履世帯である。
したがって，姿，その他の世帯買の勤労収入，事業・内
戦収入などの割合は逆に民間職只世:幣で最も低<.臨時
・日履世幣で高い。同じ職員世帯でも， 74年の官公職員
世帯の場合は妻の収入割合が大きしそのために民間職
員世帯の笑収入をわずかに上まわっている。なお，以上
を69年と74年との比較でみると.臨時・日程世帯を除い
てどの世情も世情主収入の割合が増加している。特に地
力日率の高いのは常用労務者世帯干であり，官公職只世幣で
はわずかである。また，その他の世帯買の収入の割合は
全ての世帯て唄減少しており.その代り妻の収入割合が全
ての世帯で地加している。したがって.先の時系列的変
化のところで指摘した5定収入構造の単純化の傾向はここ
でもあてはまるようである。なお，臨時 ・日雇世帯では
世帯主収入割合の停滞を卒業 ・内職収入によ って補って
いるがこれは主として内戦収入であり， これが委によっ
て行われているとすれば， ここでも実収入は世帯主と妻
の収入を中心としたものに変りつつあると Lいえよう。
実収入外収入の笑収入に占める比率はし、ずれも20%台
であるが，民間職民救;:1¥'でややi高<.労務者世帯で{氏、、。
また69年と74年を比較してみるといずれの世帝もこの比
率は伸びているが，民間制貝世情で特に著い、 。民間腕
以世':Wでは.官公職只f貨幣に比べて長の収入の貢献度が
少しその分実収入が少くなっJているが，それをこの実
収入外収入によって穴埋めしているようにみえる。つま
り.一つには世帝主収入に付け加えられる収入の大きさ
と笑収入外収入の比率は逆比例しているようである。し
かし，常用労務者世帯ではそれはあてはまらな L、。ここ
ではむしろ金融機関などとの結びつきの強さの階層差を
反映しているようにみえる。笑収入外収入の内訳として
は，臨時・日雇t世帯では借入金の割合がきわめて小さい
ことが目立っている。特に借入金のうち上地 ・家屋の借
入金はセ'ロである。逆に月賦 ・捻ト買のjI;I)舎は常用も含め
て労務者世帯で大きし、。 69年と74年を比較すると特に労
務者世情で貯金引出の割合が大きくなっていることが注
目される。すぐ前に指摘したように，金融機関などとの
結びつきが職只層に比べて小さいと忠われるこれらの府
でも次第にその結びつきを深めていることを示すものと
し、えよう。
次に，世帯主の収入|者J~5J1jにみてみよう。図-6 は也ー
帯主の勤め先収入階級別に実収入のflVt造をあらわしたも
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図-6 世帯主の勤め先収入階級耳IJ実収入の構造
のであるが.世帯主収入が74年当時で月 4万円未満のと
ころでは.その実収入に占める古n)合は30%を少し越える
fJt皮できわめて低<.妥やその他の世帯nの収入古nJ合の
方が大き L、。そして事業 ・内戦収入の訓合，他の実収入
の割合も大きい。この世借主収入の'，l~)合は 4 -6万円層
で急速に上刻し， またそこから 16万円I~ まで上易ーしつづ
けるが.そのあとは階段状の上昇となり.そして35万円
を超える高収入層のところでようやく 95%以上となる。
つまり. 35万円以上層でようやくは1'世帯主似入のみで
の生活が成り立っているというように理解できる。-)1・
その他の世帯艮の収入は.この世帯干主収入と逆比例して
いる。つまり，少くともここでは，それらの収入IH世帯?
主収入の「補助」的であるといえる。他の実収入い11rJ，i]
様である。内戦 ・卒業収入は低収入層でやや高いが.そ
れほど変動していない。
図-7は同じく世帯主収入階級別にみた笑収入外収入
の構造である。実収入外収入全体の実収入に対するJt;が
は低収入層できわめて高いカ" 8万円-22万円層 までは.
11J:25%前後に一定しており.それ以上の!再ではそこか
らの上昇と下降がまざりあっている。{lt，;~、Ji'íでの比率の
高さは主としてi貯金引出におうものであって.fi入金の
;可1)合はきわめて小さし月賦・掛貨の'11ilj17Lあまリ大き
くな L、。つまり， ここでの比率の高い分のl町一全引11;1，
その収入の低さを干iIiう「やりく 1)J的位怖の強いものであ
ることが推測される。この低い1Mは.先の臨時 .B Jn¥世
????
は第 I階層では貯金引出が中心て¥第I.II階層では月
賦 ・娃ト買購入が増大し，第IV階層で土地 ・住宅の借入金
が増大し，第V階層となってはじめて再び貯金引出が多
くなっている。
以上のように，世帯の階層を示すと思われる区分によ
ってみると.笑収入の構造は世帯主収入が不安定で低い
層ではそれを補うための.妻・ その他の世帯貝の収入や
他の実収入部分が相対的に大きい混合型を示しており .
世帯主収入が安定し，高くなるほど世帯主収入のみによ
って支えられるという型に移行している。ただ し.官公
職員世帯ではやや異っている。またよれを69年と74年と
で比較すると.いずれも世帝主収入と妻の収入への依存
度が高くな っていく傾向を示しているが，低収入層，臨
時 ・日雇世智などでは，まだその他の世帯員や，他の実
収入への依存度が小さくない。これ らの層では生活を維
持するための多就業世帯の形態を崩せないでいると思わ
れる。ただし，先にものべたとおり.その他の世帯貝の
割合はここでも74年では小きくなっており，内戦を含め
た妻の収入への依存度が大きくなる傾向にあるこ とに注
意しておきたい。実収入外収入では，まずその実収入に
対する比率としては，ほぽ20%台に一定 していることに
注目したい。この一定のもつ意味については後に考察す
るが，この一定の枠を中心として，階層の低い方では，
その世帯主収入の低き不安定さを補うものと しての貯金
引出を主体として比率が高ま り.世帯主収入が安定 して
くると，月賦・掛買や借入金の割合が多くなり，実収入
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世帯主の勤め先収入階級別実収入外収入
の実収入に対する比率および実収入外収
入の構造
図-7
世帯主の定期収入五分位階級別家計収入
構jiE
表-2
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帯 として くくられた層の約半分の世帯主収入である。つ
まり先に述べた日展・臨時世帯では実収入外収入の比率
がそれほど高くはなかったが，その中にはこのような高
率の層も出入されていると考えられる。こ れに対して高
収入層で比率が高くなる35万-40万円層では土地 ・住宅
の借入金割合が高いためにそうなったと恩われる。なお
月!試.Uト買は 4-6万円.借入金は 8-10万円層にな っ
てはじめてある てい どの割合をも って登場する。こ れは
信用度との関連であると思われる。そして10-20万円の
中間層では，貯金引出の割合が若干減少しかわりにこの
借入金，月!斌.Hト貨の書IJ合が最も高くな っている。月賦
・掛買などの消費者信用制度の利用率は.一般に低所得
層と高所得層では低しその中間で高い といわれている
が， ここでもそのよう也ー 結果とな ってい る。
なお.以上の傾向は，表2によ っても 同じよ うに示さ
れている。これは1978年の総理府家計調査特別集計によ
るものである。ここでは特に世帯主収入の内容が示され
ているが.69年以降臨時収入の割合が減少して定期収入
主体となっ たとはいえ， ニニ での収入階層差は臨時収入
に大きく依存しているようである。そして妻・その他の
世帯員の収入はやはり世帯主収入と逆比例している。と
くに第 I階層では，事業 ・内職収入や他の笑収入をも含
んだあらゆる収入の実収入への貢献度が均衡した混合型
とな ってい る。実収入外収入の実収入に対する比率は，
やはり第 I階層で最 も高い他は，第I.第IIと27%台で
一定し， 第IV，第V階層で若干上昇している。その内訳
岩田.家計分析における収入機造 -303-
のほぼ9割以上を世帯主収入に支えられている層になっ
て再び貯金引出の割合が多くなる。この場合の貯金引出
は当然低い屑での意味とは臭ってくることになろう。
4.生活周期段階からみた収入構造
次に，i世帯干の生活周期段階と の関i!Iiはどのようであろ
うか。図-8は家計調査全匝勤労者世帯の1963年から78
年までの世帯主年令別の笑収入に占める世情主収入の割
合の推移である。ここでは各年代ともかなりのジグザグ
を含みながらも. 63年に比べて78年ではやや世情主収入
の割合が的大しており，先の平均的なデータとほぼ似か
よった傾向をみせている。ただ24オ以下の若年期では増
大がかなり急速であり，他の，たとえば30代， 40代の場
合はゆるやかであり.ほとんど一定といってよし」しか
し，このような推移の傾向はともかし実収入に占める
世帯主収入の割合そのものは年代によってかなりの違い
をもっている。それは63年においては約62%から88%ま
での， 78年においても63%から88%までの幅をも ってい
る。つまり，生活周期段階によっても，家計収入の構造
はかなり呉っているであろうことが推測されるのである。
そこで，ここでも1969年と74年の消費実態調告を使って
世帯主の年令別の家計収入榊造をみておきたい。
まず，表3によ って，実収入の構造からみると.次の
ような傾向が指摘できる。実収入に占める世帯主収入の
世話
90 
実
収
入
iζ 
割合は.今示唆してきたように，生活周期上きわめて変
動的である。まず.世帯主年令が25オ未満の世僚ではや
や小さし 25歳頃から拡大 しはじめ.30代で最も大きく
なる。 40代以降は再び綿少し，60代で最も小さくなる。
妻，およびその他の世帯良の収入割合はこの世帯主収入
割合とちょうど逆になる。すなわち.世・帯主年令が25歳
夫i前のところではE廷の収入割合が高<， 25歳から姿・そ
の他の世帯艮収入の割合とも低くなって， 30代で最低と
なり ，50代， 60代では，その他の世帯貝の収入割合が開
くなる。以上は，要するに生活周期上における世帯人員
総成の変化と世帯人員の稼働可能性の変化をそのまま反
映しているといってよい。つま り， 25歳未満の子供なし
の世帯形成期には，委の稼働可能性の大さき が.婆の収
入割合の増大となってあらわれ. 25歳から30代の出産 ・
育児期=世幣拡大期には姿の稼働可能性が最 も小さく主
るため.世帯主収入のいわば単独家計維持矧となリ， 40 
代からは再び妻の稼動可能性が高まって妻の収入割令が
駒大し， 50代， 60代からは妻に代ってその他の世帯員.
すなわち主として子供の稼働可能性が大きくなることに
よってその収入が世帯主収入を補うことになる。むろん，
以上の妻や子供の稼働可能性そのものは，前節でみたよ
うに世帯主収入の大きさによっても変動をうけるのであ
り， したがって低収入層では生活周期段階がどうあれ多
就業形態をとらざるをえない場合も少〈ないはずである
(勤労者世俗・全 函 )
占
め
¥ ームー~.......-"一司、ノJプ戸、、 -一ー.- _，'〆 xi
、ドプ ><.....〆、-，7ご，--
る
): 70 
50 
__.-
@Y' t.. 
@o--ベ、
-- ーー.. ー
， ， 
、'*'
， 
， 
/ 
d
./一一←ー →ー -ー 〆 '--ー のーJ
p、， 、‘ -， ，〆 ‘、ι -ー-oe9) / 、、、__.-ヘgノ
、.ー一ーー喝I-___""ー--<ドー・・-.ー・ー・"
1963 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78年
資料凶 111:同じ
図-8 世帯干主の:'F-令別実収入に占める世帯主収入'lt)q1t'の推移
(13) 
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が， しかしここでの収入構造はむしろ生活周期段階にお
いて平均的に指摘できる婆や子供の稼働可能性をほぼそ
のまま反映しているようである。他の実収入の占める割
合の大きさは生活周期段階によってあまり大きくは変動
していないが， 25歳未満およ び55オ以上ではやや高〈主
る。
今，これを図にしてみると図-9のよ うになる。 25歳
未満を第 I期とすると.ここでは世帯主収入の低さを婆
の収入が主として補い.若干のその他の世帯員の収入お
よび他の実収入が付け加わって実収入水封書を押しあげて
いる。次の25歳-39歳の第10切I;t.，今述べたようにはぼ
世帯主収入単独の実収入維持期である。ここでは.他の
実収入の割合もほとんどない。ロウントリーによれば，
貧乏線を下まわる可能性の高い時期となるが，この図で
もその可能性の高いことが示されている。第I期， 40歳
-54歳{久世帯主収入が最ち上鼻する時期であるが.こ
こに子育てのほぼ終了した姿の稼働収入が加わることに
よって，実収入がよリ高〈 押 し上げられている。先の階
府軍1]の観察とは異って.ここでは世帯主収入の低さを補
うというよリは.その~・1大にもかかわらず.安の収入l則
合が地大しているのである。それはおそらし単に世帯
主収入のみてはなしそれとこの期の支出の水準と精進
との関連で生みだされていると考えられるが，その分析
は文の機会にゆずりたL、。さらに， 55歳以上の第IV期は.
世帯主収入の下落による実収入の低下を，その他の世帯
只の収入および他の実収入によ って補っている時期lであ
る。 したがっ て.この期ではその他の世管長の収入の大
きさと他の実収入の大さきが.笑収入の下落をどの桂皮
まで押 し止め られるかを左右するといえよ う。 前者のそ
の他の世帯nの収入についていえば，先の日寺系列の観察
ではその帯1合は一般に減少する傾向にあり，また図-8
によれば60代の世帯でも世宇野主収入割合の期大がかなり
顕著であ ったことから，世帯主収入の下落を押 し止める
カとしては安定度に欠けるといえるかもしれない。この
ように.生活周期段階からみると，実収入の構造は世帯
主収入の上昇・下落とも関連しているが. しかしむしろ
生活周期段階における婆や子供の緩動可能性とより強〈
関連している。第IJIでは世帯主収入がそれほど高くな
いにもかかわらず，出産・育児期にあるために世帯主収
入単独型をとり，第lIH舗では世智主収入が相対的に上昇
するにもかかわ らず，饗の稼働可能性が高まるためにそ
の収入が世帯主収入につけ加わるという型をとるのであ
る。
きて，実収入外収入に目を転じてみよう。その実収入
に対する比率はここでもほぼ22-28%の比較的小さい枠
内にあらわれている。 しかし，その枠内での変動は，今
述べてきた笑収入帰途と生活周期との関連に規定されて
いるようである。すなわち.まず世帯主収入+婆の収入
の型をとる世帯主年令25歳未満の第 I期では，その比率
が最も低<，次にほとんど世帯主収入単独塑をとる25歳
-39歳の第I期にはその比率が急速に大き〈なる。特に
その中でも世帯主収入割l合の最大となる30-34歳層で実
収入外収入比率も最大となることに注目したい。そして.
40歳-55歳の第II期には世帝主収入割合の低下=婆の収
入割合の地大とともに笑収入外収入比率も若干低まる。
つまり.世帯主収入単独型の第H期で実収入外収入の比
率が高くなるのは， i量平管主収入以外にあてのできる実収
入がないからであり， したがってこ こでの相対的に高い
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部分は「やりくり j的部分であると考えられる e 逆に.第
1，第1Il期で務干下るのは世借主収入以外の実収入によ
つである程度のやりくりが可能であるからであろう。し
たがって笑収入外収入比率は実収入総造における世帯主
収入以外の収入の大きさと逆相関しているわけである。
なお.この相関l:t，先の民!日1職員t止策と官公職.u世併と
の比鮫の中でもあらわれていたが，他の資料によっても
裏づけられる。 表-4 l:t総理府家計調査(1978年)で有業
人只~Ijにみた家計収入精進であるが， ここでは有業人只
l人，つまり世帯主単独綴働世俗で実収入外収入の実収
入に対する比率は最もF却し綴働人民が多くなるほど手
の比率は小さくなっている。
しかし， 55歳以上の第IV期では若干様相が異る こニ
では世帯主収入の割合は急迷に低下し，その他の世帯以
万円
30 
20 
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の収入などの割合が大きくなるが実収入外収入の比率は
むしろ次第に;閉まっている。それはおそらく，第一に世
情主収入の下itrがここでは最 もj急速であるため，他の収
入による補充ではまにあわないためと々えられよう 。 ま
た第二に.この場合の補充の中心はその他のi!ti帯貝の収
入であるが.先iニL指摘したとおリ.ニの収入l立他の期
における1圧の収入に比べて安定度に欠けると推察される
からである。その他の世帯員の収入による術充は老令期
に入ってからの多就業世帯の維持を前総としているが，
それは子供の結婚による耳IJ暦， 一般的な核家族化の進行
ム住宅事情によるその促進などの条件によって崩れ去
る可能性を常に内包しているといえよう。だから今.実
収入外収入比率を長の収入の大きさと関連させてみると，
少くともこの資料においては，第 I期から第IV期まで完
10 
????
- 25歳
し一一一一」
第 I期
30 - 35 40 
第E期
図-9 ライウサイクルと家計収入の鳩.i1t
45 - 50 
第皿期
60 - 65-55 
第W期
(15) 
-306一 社会福祉学
表-4 世帯有業人只別収入締造 次第に Jlの収入の貢献度が強まり，その他の世帯只の収
fl.人員 1人 2人 3人~
世俗主 89.1繊 42.5蔵 4 9.9信
平均年令
収入'陣頭 t円} 461.28t 517.869 572.636 
実収入 t円〉 280.683 331.974 388.094 
(!f!) 100.0 100.0 100.0 
勤時先収入 94.6 93.1 98.5 
世俗主収入 94.6 72.4 59.5 
事~ 闘 72.7 56.3 20.7 
‘ 時 21.9 16.1 12.7. 獲の収入 。 17.0 11.0 
他の世俗員の収入 。 3.7 23.0 
..・内臓収入 0.8 32 2.6 
他の実収入 4.5 3.7 3.9 
Ifli収入 0.3 0.3 0.6 
社会保障収入 0.9 0.7 1.4 
実以入以外の収入 ( 8 2.8) 【28.4) ( 21.8) 
〈侮〉 100.0 100.0 100.0 
貯金引出 87.8 82.9 89.5 
保険取金 0.8 1.3 1.8 
土地・住宅の借入金 8.0 38 0.6 
その他の借入金 0.8 1.0 0.7 
月賦 .m買賜入 6.9 8.7 6.5 
街価証券 売 却 02 0.8 0.7 
財産 売 却 0.2 0.9 
資制 表21C同じ
( )内は実収入IC対する比寧
会に逆柑隙lしているニとがわかる。 したがって実収入外
収入比率の一定枠内での高低は，よリ厳密にいえば婆の
収入部分と逆相関しているといえよう。
さて.ニのような笑収入外収入の内訳は，いずれも貯
令51出が庄倒的に大きいが，なかでも55歳以降でそれは
最も大き L、。土地・住宅の借入金は30代.40-44歳.お
よび50-54歳層で苅<.あとは小さい。25歳未満および
65段以上ではニの収入はでてこなも、。月賦 ・掛貿は第 1.
1. 11)切で大きく..t令期ではやや小さくなる。
5.若干の考察
以上の観察をまとめれば次のとおりである。①わが闘
の収入情i立は.その時系列的変化からみると，実収入は
次第l二世帯主収入(とくに定期収入)と妥の収入の二つに
収飲される単純化の傾向をたどっており， それとともに
実収入外収入の笑収入に対する比率 も増大している。こ
の実収入外収入はl貯金引出が圧倒的に大きな割合を占め
ている。②しかし，今それを階層的にみると，収入が相
対的に1止しまた労働条件の不安定な層では世帯主収入
の割合はそれほど大きくはなっていない。それらの層で
はまだ世務主収入以外のあらゆる収入を総動員する傾向
が強、、。しかし.世1i主収入以外の収入の中味をみると
(16) 
入割合は小さくなりつつある。実収入外収入の実収入に
対する比率は.どの階層でむ74年当時で20%台の枠内に
あり.世'府主収入割合のような大きな階層別変動はない。
しかし，その枠内での変動は.(a) 階層の所得条件など
による信用度の速いや(b) 妻などの世智主以外の収入の
大きさに関連している。③生活周期段階からみると，世
帯主収入の制合はやは リ一定しておらず，段階によって
大きく変動している。それはここでは妥や子供の稼働可
能性ときわめて強〈 関連している。裂や子供の絞{勤可能
性の最も小さい段階で世帯主収入割合は最も大きくなる。
これに対して，実収入外収入の実収入に対する比率はど
の段階でも74年当時でほぼ20%台に固定している。その
枠内て・の変動は世帯主以外の収入，とくに婆の収入部分
の大きさと逆相関している。
きて，このような傾向の中で考えられねばならない一
つの問題I久実収入締迭の単純化ーそれはむろん階層的.
生活周期段階的にはかなりの波動を含んだものであるが
ーをどのようにとらえたらよいかということであろう。
そして. もう一つの問題は.それと共に進む実収入外収
入比率の地大をどのように評価したらよいかということ
である。
実収入初進の単純化は，ごく簡単に考えれば家計の安
定J交の向まりを示すよう に見え る。たとえば，階層分析
のところでみたように，世帯主収入がきわめて高い層で
は世幣主単独によって家計の維持が可能である。逆に世
帯主収入が低<. また日雇や臨時雇用のように労働条件
が不安定なところでは婆や子供の収入.あるいは社会保
障給付などの多収入の混合却の構造をとらざるをえない。
さらに.i止手荷主収入のうちでの定期収入割合のI怜大はむ
ろんその臨時部分の増大よりも家計収入の安定度を高め
るといえよう。しかし，このような実収入傍造の単純化
傾向は.実収入水準の上昇ではなしむしろその下落，
停滞の下でより強まっていることに注意しておきたい。
たとえば，先の図 lで世帯主収入の動きを実収入の名同
J1") !JII率との関係でみてみると，世.~w主収入割合の上1]..
とくに定期i収入手引l合の上昇は， たとえば70-72年.74-
76年にかけての実収入物加率の下落に一致しているので
ある。このことは，実収入構造の単純化は，階層分析で
示されたような高収入居の家計安定化傾向を示すもので
はなしむしろ生活周期分析のところでみたような也イ作
只の持動可能性の縮少による単純化に近いと巧えるべき
であることを示しているといえよう。つまり，社会全体
としてill.む核家族化.子供の数の減少，就学年限の延長
などによるその他の世帯員の稼働可能性の紘少と，Mの
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就業機会の増大によって生みだされた構造と考えられる。
したがって，それは家計の安定化傾向を必ずしも意味し
ない。むしろより強〈世幣主収入の大きさやその波動に
影響を受けるという意味て胴いえば，各々の家計は階層に
よって，または生活周期によ ってその安定度の格差を広
げることになろう。たとえば先にみた日雇 ・臨時世帯や
老令期の世帯がその多就業形態を維持しにくくなってい
くとすれば，それらの層の家計は，すでに示されている
世帯主収入の低さ，不安定さにきわめて大きく影響され
ることになろう。
すると，その場合このような安定を定、味しない実収入
構造の単純化の背後にあ って家計を支えてきたのが実収
入外収入比率の増大だというように L考えられる。実際
その実収入に対する比率は今みてきたように世俗主収入
を補充する他の収入の大きいところでは小さし小さい
ところでは大きかった。したがって， その意味でいえば
5定収入に対する実収入外収入比率は，実収入水準下落 ・
停滞の下での5定収入精進の単純化による不安定を補うや
りくり収入として地大してきたといえる。要するに，そ
の他の世帯員収入や他の実収入にかわって，貯金引出や
借入金，月賦などによる世帯主収入の補充があらわれた
わけである。
しかし.以上がいえた としても，実収入外収入比率の
急速な拡大がそれだけの意味をむつものとは考えられな
い。特に注目されるのは，階層や生活周期段階によって
高低があるものの，その比率がほぼ一定の枠内に固定化
されている点である。この一定枠内への固定化というX!:
味は.どのF皆昭， どの生活周期段階における世僚も笑収
入の同じ比率を恒常的に共通して貯金づ|出している。あ
るいは月!斌 ・掛:cl購入をしている， という意味である。
そして，そのようなことが存在するのは，①共通した支
払いが，②貯金引出や月賦. f昔入金などの実収入外収入
と結びついて共通に行われているからである。この場合，
共通した支払とは水 ・光熱'Pi.受信料，教育費.耐久消
費財への支出， 医療保健賀など，要するに. 25巻および
26巻で分析した剖社会的生活糠準から規制されてどの世
帯もが必要とする支払いである。これらの支払いの一部
は，その共通性のゆえに金融機関がそれを代行して自動
娠答として行われるようになる。すなわち.共通した支
払いは，共通して自動振鈴による貯金づ|出と結ぴつくよ
うになる。また，他の-rmは.その支払叙が相対的に大
きいために，あらかじめ貯金支出として貯えられた貨幣
の ~I出. あるいは IH 入金. 月以 ・ 舷卜買などと結びっく。
借入金や月賦 ・掛貨などの場合は， さらにその返済支出
をも共通して行うことになる。このような.比較的高額
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な財やサービスのための共通した支払いが，あらかじめ
貯えられておくか，あるいはあとてや返済されるか. いず
れにしてもそのような長期の支出を基礎としてなされる
ことから，これを「長期的支出Jと呼ぶとすると.このよ
うな共通した「長期的支出Jと結びついた収入としての
貯金'Ilt誌や，月賦 ・掛買，借入金などの一定穎が， どの
世帯にも共通のものとして.恒常的に存夜すると考えら
れるのである。
先の，やりくり収入としての笑収入外収入は.このよ
うな共通した支払と結びついた実収入外収入の.i最低限j
を基礎として，その上に付加えられているとみるべきで
はなかろうか。そして.さらに，いわゆる「たんすj機能
として一時的に貯けられた収入の引出や，給料自動払込
制度による貯金'II出が付加えられて，笑収入外収入は一
定枠内で変動するといえよう。
このような」号えに立てば，戦後における実収入外収入
比率の増大は，①「最低限J共通笑収入外収入の地大，す
なわち.社会的生活標準かりの規制による共通的支出の
階大，②主として自動振替制度や給料自動払込制度主ど
のサービス業務の拡大による金織機関と家計の結びつき
の深化，③消費者信用制度の発展，④実収入構造の単純
化=家計の不安定化の進展iニ.対応しているものという
ことができょう。
すると，はじめにのべたように，ニのよ うな恒常的性
絡を強めた5定収入外収入がどの階層.生活周期段階でも
増大傾向にあることは，第一に，家計収支における非自
律的な環がどの家計においても拡大していることを意味
することになろう。 25巻では.r社会的費用j支出の而か
ら家計の硬直化について指摘したが，実はそれと笑収入
外収入のこのような傾向との結びつきによ って家計は硬
直化していると考えるべきであ ろう。第二に，ニのよう
な非自律的な特異なt誌の形成 .t広大は，支出のノ'ki¥hと構
造を決定する収入を制限する ζ とになる。すなわち，支
出を決定する収入とは，これらのJi'自律的なE31を除いた
収入にすぎないからである。最近消費性rilJを決定する収
入としていわれているところの「自由裁坑的所得J4)とい
う考え方がほばこれと一致しよう。いいかえると，支出
を決めるのは収入であるという部分よリ L，先に支出が
あって収入が決められる部分が今日ますます大きくなっ
ているのである。すると支出は，単に収入にでは主仁
社会的生活保i!I¥から規ilJlIされる側面lがますます強ま って
いると考える方が合理的であるとい うことになろう。第
三に，以上(;1;.結局家計運営そのものが次第に問機化さ
れていく傾向を拡大させる。つまり.収入を直接lr幣と
して受rtとって，購入の際に自分で支払うという形態か
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ら，あらかじめ税や社会保障費などを天引された収入が
銀行に全額振込まれ.毎月必要な固定的な費用や.fiT(々
のローンと結合した耐久消費財などは自偉的に銀行の手
によって支払われるというような形態に。貯金通l阪が家
計簿に代わるものとして登場してくることになろう。こ
のことが.家計にどのような意味を Lたらしていくかを
明らかにするのは今後の課題であるが，少くともそれが.
「必忙しい奥さまJには「便利な生活Jを生みだしていく、も
のだけではなしその「奥さまJの手から家計管"1'里の実椛
が奪われてL、〈可能性を秘めていることは指摘できょう。
なお.以上の分析1;1.限定された資料によるごく大雑
把な一つの試みであって.さらにこのような収入機造を
支出構造と関連づけて分析するニとが重要であろう。ま
た. f寺に実収入外収入の分析については.貯金51出項目
の先に述べたような区分を明確にした上でのよリきめこ
まかな考察が必要である。そのための統計資料の繋備お
よび解析が望まれるのである。
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Summary 
My objective in this study is to analyze the structure of household receipts in post war Japan for the purpose of 
understanding the character of today's household economy. 
When we s限必{of household receipts we usually refer to the total income. But actually the other receipts that are 
伺 U民dby variouse debts or saving deposit cashed， etc. flow to a household in addition to the total income. In this 
study 1 concernd with total receipts which consists of income and receipts other than income 
The data used in this study are Annual Report on the Family Income and Expenditure Survey (Bureau of Ststistics， 
Office of the Prime Minister， 1951-1978) and National Survey of Family Income and Expenditures (ibid. Hお9，1974) 
The facts and conciderations derived from this analysis are as follows. 
(1) Income of household.head as a propotion of the total income seems to show astability in approximatly 83 % by 
1965 and a litle increase to 1978. When we divide this income into two elements (regular and temporary)， the relation 
of these elements shows variation. The relative share of temporary income had incresed to 1970. then decresed to 1972 
and increased again between 1972 and 1974， after which it decresed. Income of wife as a percentage of the total 
income rose up to 1978， involving a temporary decline. In contrast with this， income of the other members as a propo. 
tion of the total income shows a downward tendency. Returens from assets as a propotion of the total income incresed 
to 1965， and decreased rapidly to 1978. And remittance as apropotion of the to凶 incomehad falen throughout these 
period. In a ward， the structure of the total income was mixture of various incomes in the period of rapid economic 
growth but as a result of econoηlIc stagnation， itchanged mto a simple one which consisted of income of hot.:sehold. 
head and income of wife 
(2) Receipts other than income as apropotion of the total income had been 15 % level by 1965， then gradually in. 
creased to 1974， and rapidly increased between 1974 and 1978. Especialy， the reciepts that are flowed from saving 
deposits cashed show amarked increase. This tendency was unchanged between different class families and different 
stages of life cycle 
(3) Simpli自白tionof the structure of the total income m回 nsthat earning capscity of household became small. 
Therefore 1 am sure that each household economy became insecure. 
In compensation for this simpli自cation，the other receipts increased. However these increase， especially increase of 
the income that is flowed from saving deposits cashed involved various meanings the complit巴statisticswhich is need 
to understand these meanings are not available目 But1 can only say that result of these increase， each household tied 
to banking agency more tightly than before and independance of each household shrinked 
(18) 
